「マエストロ聖響の夏休みオーケストラ！」で演奏される曲目について　
【モーツァルト／歌劇「フィガロの結婚」より序曲】
　モーツァルト(1756-91)の傑作｢フィガロの結婚｣(1786年)の序曲は、歌劇の幕開き前のわくわくした気持ちをいっそう盛り上げてくれる、ピカイチの序曲です。
【ブラームス／交響曲第３番より第３楽章】

ハンガリー舞曲でもおなじみのドイツの作曲家ブラームス(1833-97)が50歳のときに書き上げた交響曲で、中でも第３楽章はよく知られています。ハ短調の音楽は少しもの悲しいのですが、３拍子の流れのおかげで決して重くなりすぎず、心のすき間にそっと寄り添ってくれるような優しさも感じられます。
【藤倉大／｢フィフス・ステーション｣】

　藤倉大(1977-)はロンドンを拠点に活動し、国際的に高く評価されている現代音楽の作曲家で、2004年にロンドンで初演された｢フィフス・ステーション｣は、10人の演奏者のための曲です。藤倉氏がこれを〈空間的な作品〉と呼ぶように、この曲の大きな特徴は空間を独創的に使った楽器の配置といえるでしょう。10人の演奏者のうち、トランペットとチェロの２人だけが舞台上に配置され、他の８人は客席フロアにおりて聴衆全体をとり囲むような形をとります。すべての聴衆は楽器群の輪に囲まれ、映画音楽のサラウンド効果のように前後左右からの音響を聴くことになります。
この曲について藤倉氏は次のように解説しています。｢最初はチェロが主役で、それをトランペットが影のように支える。曲が進むにつれて、チェロは客席フロアの楽器群の〈森〉へと入り込む主人公となり、そこにはそれぞれ独特の風が吹く。後半は〈森〉がチェロとトランペットを合奏のなかに巻き込んでいく。｣

【モーツァルト／ヴァイオリン協奏曲第５番より第３楽章】
モーツァルトが19歳のとき(1775年)に書いた傑作で、とくに第３楽章は｢トルコ風｣と呼ばれて愛されています。この｢トルコ風｣音楽とは、18世紀のヨーロッパで異国趣味のひとつとして流行したもので、その暗い響きや〈ズン･チャ･チャ･チャ〉という独特のリズムが印象的です。
曲は軽やかで楽想豊かな３拍子のメヌエットで始まりますが、その後曲調が一転して力強いトルコ風のリズムで進みます。
【ホルスト／セント・ポール組曲　第４楽章】＊参加コーナー
　｢惑星｣でおなじみのイギリスの作曲家ホルスト(1874-1934)による｢セント・ポール組曲｣(1913年)から第４楽章を、オーケストラと一緒に手拍子で楽しみます。
【ベートーヴェン／交響曲第１番より第４楽章】＊ステージ上で聴くコーナー
ベートーヴェン(1770-1827)の最初の交響曲(1800年)で、生き生きとした明るさをもっています。
【ベートーヴェン／交響曲第５番｢運命｣より第１楽章冒頭部分】＊指揮者体験コーナー
ベートーヴェンの代名詞ともいえる交響曲｢運命｣(1808年)の第１楽章。曲はもちろん〈ジャジャジャ・ジャーン〉で始まります。本業の指揮者でも振るのがとても難しい部分です。

【ベートーヴェン／交響曲第６番｢田園｣より第４楽章、第５楽章】
　｢田園交響曲｣(1808年)は、ベートーヴェンが｢田園生活の思い出。絵画というより、むしろ感情の表現｣として書いた音楽で、同じ時期に完成された｢運命｣とはまったく対照的な雰囲気をもちます。
曲は５つの楽章で構成され、それぞれに田園で感じた感情や情景が副題として添えられています。

・第４楽章〈雷雨、嵐〉：この前にある第３楽章では〈農民たちの楽しい集い〉が描かれていましたが、そこに突然やってきた雷雨と嵐が、迫力のある激しい音楽で描かれます。
・第５楽章〈牧人の歌、嵐のあとの喜ばしい感謝の感情〉やがて嵐はおさまり雲の間から太陽が輝くと、牧人の角笛も聞こえて、明るく喜ばしい田園の景色がもどってきます。
解説：川上　薫（音楽学）　　　　　　　　　　

